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 モンテカルロシミュレーション(MCS)の収束を早めるための工夫の 1 手法である重点サンプリング

では，FORM の破壊点などを中心にサンプリングを行うことが一般的であると考えられる．複数の破

壊モードを有するシステムへの重点サンプリングの適用を考えると，破壊点の座標はモード毎に異な

るため，システムとしてのサンプリング点の座標が一つに定めにくい場合が多いと考えられる． 
 さらに，複数モードのシステム信頼性を考慮するには，単一モードのサンプリング密度関数ではな

く，複数モードのサンプリング密度関数を用いるべきとされている． 
 本研究では，既往の研究を参考にしつつも，より簡易に複数モードのシステム信頼性を検討するこ

とを試みる．複数モードのサンプリング密度関数として各モードのサンプリング密度関数の線形和で

はなく，各モードの重点サンプリング点の平均値，標準偏差を有する確率変数の線形和を計算し，そ

の値を参考として複数モードのサンプリング点，サンプリング密度関数を設定するものである．それ

に基づいて、破壊確率の収束性に関して，超一様分布列を用いた準 MCS との比較を行った． 
 結果として，今回検討した 2 例題については，本稿で検討した手法を用いることで，重点サンプリ

ングが有効に機能し，システム破壊確率の収束性が LDS よりも早くなることが分かった．今後は，モ

ード毎の破壊確率が大きく異なる場合などについて検討する予定である． 
 


